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株式会社エンプラス

中間決算説明会

２００８年３月期

取締役

経営企画・管理本部長

酒 井 崇

２００7年１０月２６日

2008年3月期 経営基本方針

１．ニューグローバル経営戦略機構の構築

２．基盤技術の革新と集中によるグローバル

生産推進体制の構築

３．先端技術・品質・知財の並立加速で

デファクト・トップ製品の拡大

1

４．新事業の創出

５．企業価値向上直結の内部統制システム構築
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当中間期に実施した主な施策

Enplas (Korea) Inc.設立

半導体機器事業 技術開発センター設立

オプト事業 機構改革

Enplas (Europe) B.V.の休眠化

小型液晶関連事業

→本社エンプラ事業部へ事業譲渡

選
択
と
集
中

選
択
と
集
中

2

自己株式の市場買付け

1,159,500株（07/9/30現在）

中間決算実績
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73.2

当中間決算実績 （単位： 億円）

第１四半期

実績

第２四半期

実績

売 上 高売 上 高 71.7

前中間期

実績

163.4144.9

当中間期

実績

3.3
2.5

△12 4

（69.8%）

営 業 利 益営 業 利 益

経 常 利 益経 常 利 益

（（ 原 価 率原 価 率 ））

1.8

2.8

（70.8%）

0 1

11.5

11.9

（69.3%）

1 4

5.2
5.4

△12 2

（70.3%）

4

△12.4
△66.17円

当 期 純 利 益当 期 純 利 益

１株当たり当期純利益１株当たり当期純利益

１ 株 当 た り 配 当１ 株 当 た り 配 当 －－

0.1
0.99円

△1.4
△6.90円

△12.2
△63.95円

5.00円 10.00円

セグメント別 売上高実績

37 6エ ン プ ラ 事 業エ ン プ ラ 事 業 38 1

第１四半期

実績

第２四半期

実績

前中間期

実績

75 6

（単位： 億円）

75 7

当中間期

実績

37.6
19.5
7.2
8 8

エ ン プ ラ 事 業エ ン プ ラ 事 業

半導体機器事業半導体機器事業

液晶関連事業液晶関連事業

オ プ ト 事 業オ プ ト 事 業

38.1

18.5
6.8

8 2

75.6

31.4
24.7

31 5

75.7
38.0
14.0
17 0

5

合合 計計

8.8
73.2

オ プ ト 事 業オ プ ト 事 業 8.2

71.7

31.5

163.4

17.0
144.9
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（億円）
売上高

203207
185

オプト事業

液晶関連事業

半導体機器事業

エンプラ事業

200

250

中間期実績推移

185

100

150

200

163
144

6

2004.3
中間

2005.3
中間

2006.3
中間

2007.3
中間

0

50

2008.3
中間

経常利益

27
30

（億円）

中間期実績推移

21

17
20

10

11

7

0
2004.3
中間

2005.3
中間

2006.3
中間

2007.3
中間

2008.3
中間

5
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84.50

当期純利益当期純利益

１株当たり当期純利益

(億円) (円)

中間期実績推移

15

20

75

100

36.98

△ 6.90

48.67

1710 △1.47
0

5

10

△5

0

25

50

△25

△12.2

8

△ 63.95

2004.3
中間

2005.3
中間

2006.3
中間

2007.3
中間

2008.3
中間

△5

△10

△15

△25

△50

△75

連結キャッシュフロー
50

40
38

営業活動による
キャッシュフロー

フリーキャッシュフロー

(億円)

中間期実績推移

30

20

10

0

15
10

6
1

15

7

25

1

9

0

△10

△20
△14

2004.3
中間

2005.3
中間

2006.3
中間

2007.3
中間

2008.3
中間
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設備投資額と減価償却費
30

25

27

（億円）
設備投資額

減価償却費

中間期実績推移

25

20

15

10

16

20

15
18

15

8

14 14 13

10

5

0
2004.3
中間

2005.3
中間

2006.3
中間

2007.3
中間

2008.3
中間

当中間決算総括

オプト事業と液晶関連事業の大幅減収

オプト事業 前年同期比 △46.0％

液晶関連事業 前年同期比 △432％液晶関連事業 前年同期比 △43.2％

売上原価率の上昇 前年同期比 1.0ポイント

販管費の低減 前年同期比 △66百万円

為替差損 1.1億円

11

特別損失 4.9億円

（固定資産減損損失 4.1億円）

繰延税金資産の取崩し 前期末比 9.5億円
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通期修正計画（連結）

２００８年３月期

2008年3月期 下期事業戦略

2 エンプラ事業のグローバルマーケット拡大

1．新生オプト事業体制による収益体質への転換

2．エンプラ事業のグロ バルマ ケット拡大

3．新事業の創出

4．東南アジア生産拠点再編の促進

13

5．プラスチックオプティクス要素技術の基盤強化

6．液晶関連事業における中国戦略構想の早期展開加速
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300.0

通期

修正計画
当中間期

実績

144.9
通期計画

（単位： 億円）

320.0売 上 高売 上 高

2008年3月期 通期修正計画

300.0

8.0
10.0

（71.3%）

144.9

5.2
5.4

（70.3%）

320.0

22.0
23.0

（69.7%）

営 業 利 益営 業 利 益

経 常 利 益経 常 利 益

（（ 原 価 率原 価 率 ））

14

0.0
0.00円

△12.2
△63.95円

10.00円5.00円

12.0
60.90円

20.00円

当 期 純 利 益当 期 純 利 益

１株当たり当期純利益１株当たり当期純利益

１ 株 当 た り 配 当１ 株 当 た り 配 当

当中間期

実績

（単位： 億円）

通期

修正計画
通期計画

セグメント別 売上高修正計画

156.0
80.0
28.0

75.7
38.0
14.0

160.0
86.0
37.0

エ ン プ ラ 事 業エ ン プ ラ 事 業

半導体機器事業半導体機器事業

液晶関連事業液晶関連事業

15

36.0
300.0

17.0
144.9

37.0
320.0合合 計計

オ プ ト 事 業オ プ ト 事 業
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参 考 指 標

２００７年３月期

実績

当期

修正計画

（単位： 億円）

当中間期

実績

30.0
30.0
14 0

17.3
27.1
12 9

設備投資額設備投資額

減価償却費減価償却費

研究開発費研究開発費

14.8
13.8
5 8

16

14.012.9研究開発費研究開発費

（売上高比）（売上高比） （4.7%）（4.1%）
5.8
（4.0%）

ビジネス動向及び計画

各事業セグメントの
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エンプラ事業の動向

エンプラ事業の地域別売上比率推移エンプラ事業の地域別売上比率推移
100%

160

20%

(単位：億円)157 154 152

20%20% 24%

75

28%

80%

60%

40%

北米

欧州

アジア

日本

17%

63%

16%

64%

17%

63%

19%

57%

19%

53%

18

0

20%

2004.3期 2005.3期 2006.3期 2007.3期 2008.3期
中間

半導体機器事業の動向

半導体パッケージの開発動向半導体パッケージの開発動向

挿入型
→表面実装型

周辺配置
→エリアアレイ

３次元実装
（Wafer Level
Packaging)

光実装／ＭＥＭＳ
異種接合

高周波

高発熱

多ﾋﾟﾝ

実

装

面

19

1980 2000 2010 20201990

微細

（年）

積



11

液晶関連事業の動向－小型－

中小型ＴＦＴパネル出荷数量予測中小型ＴＦＴパネル出荷数量予測 (単位：百万枚)

02,000

0

01,500

1,000

その他

プリンター

カーナビ

電子式ﾌｧｲﾝﾀﾞｰ

携帯電話ｻﾌﾞﾊﾟﾈﾙ

ＶＣＲ

ポータブルＤＶＤ

ＰＤＡ

ＭＰ3

ゲーム

デジタルカメラ

20

0

0

2005 2006 2007 2008 2009 2010 （当社予測）2005 2006 2007 2008 2009 2010

500

0

デジタルカメラ

携帯電話

（年）

%

液晶関連事業の動向－大型－

ＬＣＤバックライト光源別予測ＬＣＤバックライト光源別予測

100%

%

%

%80%

60%

40%
外部電極蛍光管

平面蛍光ランプ

その他

ＣＣＦＬ

ＬＥＤ

21

%

%

（当社予測）

2006 2007 2008 2009 2010

0

20%

（年）
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オプト事業の動向－ＡＩＳ－

携帯電話用カメラモジュールトレンド予測携帯電話用カメラモジュールトレンド予測
2007年 2008年 2009年

3M  1/4”
（1 75um）

3M  1/3.2”
（2.2um）

MEGA

2M  1/4”
（2.2um）

3M 1/4”
（2.2um）

1/6”
（2.7um）

（1.75um）

1/5”
（1.75um）

1/6”？
（1.4um）

1.3M  1/4”
（2.2um）

22

VGA

1/10”（1/11”）
（2.2um）

1/7”
（2.7um）

1/8”
（2.2um）

1/9”
（2.2um）

オプト事業の動向－ＯＰＵ－

80

ＢｌｕｅとＨＤＢｌｕｅとＨＤ--ＤＶＤの市場予測ＤＶＤの市場予測

80

(単位：百万台)

40

6060

40

Ｂｌｕｅ

ＨＤ-ＤＶＤ

23

0

20

2007 2008 2009 2010
（当社予測）

20

0

2007 2008 2009 2010
（年）
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オプト事業の動向－ＯＦＣ－

3,000

2,000

光学トランシーバ市場予測光学トランシーバ市場予測
ＬＡＮ/ＳＡＮ

Ｍｅｔｒｏ

(単位：百万ドル)

1010--40GB 40GB 速度別予測速度別予測

2005 2006 2007 2008 2009 2010

1,500

1,000

0

Ｐａｒａｌｌｅｌ

Ｔｅｌｅｃｏｍ

ＦＴＴｘ

(単位：百万ドル)

（年）

24

2005 2006 2007 2008 2009 2010

1,000

500

0 （当社予測）

10 Gig-Telecom

10 Gig-Metro

40 Gig-Telecom

10 Gig-LAN

（年）

ご清聴有難うございました。ご清聴有難うございました。

株式会社エンプラス


